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は  じ  め  に                

 

 日頃から、学校における食育の推進及び学校給食の充実につきまして、関係の皆

様には御理解・御協力を賜り深く感謝申し上げます。 

 近年、食に関する様々な健康面、安全面の問題が指摘されており、食育の推進は

大きな国民的課題となっています。そのような中、成長過程にある子供たちへの食

育は、将来の食習慣の形成に大きな影響を及ぼすものであり、学校教育活動全体で

食育を一層推進していくことが求められています。  
学校において食育を推進していくためには、まず、児童生徒や地域等の実態を適

切に把握し、実態を考慮した目標の設定や具体的な取組を進めていくことが重要で

す。また、これらを教職員全体で共通理解するとともに、各取組において、栄養教

諭や学校栄養職員、養護教諭等の専門性を生かすことができるよう、教職員間の連

携を図ることも大切です。  
 これらを踏まえ、各学校における食に関する指導の普及・充実に向け、県では、

「埼玉県小・中学校等食育指導力向上授業研究協議会」を毎年実施しているところ

です。   

 本年度は、県内４教育事務所管内の５校（小学校２校、中学校３校）において、 

校長先生のリーダーシップの下、校内の推進体制を整え、食育に取り組んでいただ

きました。 

 授業研究協議会では、食に関する指導の中心である「体育（保健体育）」、「家庭

（技術・家庭）」、「特別活動（学級活動）」の３つの教科・領域に加え、「総合的

な学習の時間」、「社会」、「美術」等の教科・領域や、特別支援学級での授業も含

め、１４の授業を公開していただきました。各教科等の特質に応じて食に関する指

導を効果的に関連付け、様々な視点から児童生徒の食に関する理解を深めるととも

に、望ましい食習慣の形成を図るろうとする実践が見られました。また、栄養教諭

や学校栄養職員が担任や教科担当の教諭等と連携を図る場面だけでなく、生きた教

材としての学校給食の活用、家庭や地域との連携を図った取組など、食に関する指

導の充実につながる多くの工夫が多く見られました。 

こうした素晴らしい取組を県内に広く発信するため、このたび、各会場校で公開

された授業の学習指導案をまとめ、電子ファイルによる学習指導案集といたしまし 

た。各学校におかれましては、それぞれの学校や地域の実態に合わせ、本指導案集

を食に関する指導の一層の推進に役立てていただきますようお願いいたします。 

 なお、本協議会は、埼玉県教育委員会、埼玉県学校食育研究会及び埼玉県学校栄

養士研究会が主催しております。この場をお借りして、本事業に研究支援をいただ

いた公益財団法人埼玉県学校給食会、各会場校関係者及び関係各市町教育委員会の

皆様の御理解と御協力のもと、授業研究協議会が開催できましたことに、改めてお

礼申し上げます。 

 結びに、本指導案集をより多くの先生方に活用していただき、本県の食に関する

指導がますます充実するとともに、学校における食育が一層推進されるよう祈念い

たしまして、挨拶とさせていただきます。 

 

 

 令和６年３月 

                    埼玉県教育局県立学校部保健体育課 

                    参 事 兼 課 長  松 中 直 司 
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第１学年２組 保健体育科（保健分野）学習指導案 

 

令和５年１０月２４日（火）第５校時 

場 所      第１学年２組教室 

生徒数           ３６名 

指導者 教 諭 佐藤 寛美（Ｔ１） 

    栄養教諭 湯浅裕利子（Ｔ２） 

 

１ 単元名 調和のとれた生活「食事と健康」 

２ 単元について 

  この単元は、健康な生活と疾病の予防について課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次

の事項を身に付けることができるよう指導する。 

  健康の保持増進には、年齢、生活環境等に応じた運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続

ける必要があることについて理解を深めるようにする。 

  ここでは，人間の健康は，主体と環境が関わり合って成り立つこと、健康を保持増進し、疾病を予防

するためには、それに関わる要因に対する適切な対策があることについて理解できるようにする必要

がある。また、健康な生活と疾病の予防に関する課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するとと

もに、それらを表現することができるようにすることが必要である。さらに、自他の健康に関心をもち、

現在だけでなく生涯を通じて健康の保持増進や回復に主体的に取り組む態度を身に付けることが必要

である。このため、本内容は、健康の保持増進や生活習慣病などを予防するためには、適切な運動、食

事、休養及び睡眠が必要であること、生活行動と健康に関する内容として喫煙、飲酒、薬物乱用を取り

上げ、これらと健康との関係を理解できるようにすること、また、疾病は主体と環境が関わりながら発

生するが、疾病はそれらの要因に対する適切な対策、例えば、感染症への対策や保健・ 医療機関や医薬

品を有効に利用することなどによって予防できること、社会的な取組も有効であることなどの知識と

健康な生活と疾病の予防に関する課題を解決するための思考力、判断力、表現力等を中心として構成し

ている。 

３ 学校課題研究主題との関連 

（１） 研究主題 

『主体的 対話的で深い学びの実現に向けた指導方法の工夫』 

～ＩＣＴとその他の教材を効果的に組み合わせて～ 

（２） 研究主題実現のために 

 グループでの協働学習を行い、学習課題に対する解答をする。 

 生徒の解答は、短時間で行うために口頭で発表させる。板書は、予想できる解答のカードを作 

成しておき、可能な限りスピーディーに行う。 

 資料の提示は大型モニタに映し、全員で共有しやすくする。 

４ 「学力向上プラン」との関わり 

 スキルアップトレーニングの内容を自分たちの力に合わせて考えさせる。 

（思考力 判断力 表現力等） 
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 ペアやグループによる対話的活動で、コーチングをさせ、互いの良さを生かして協働する力をつけ 

させる。                           ・（学びに向かう力・ 人間性等） 

５ 生徒の実態 

（１） 知識及び技能 

食事は健康に大きく関わるということについて理解しているが、具体的な栄養素の効能を理解し 

自分の成長の為に自ら気を付けて食事をとっている生徒は少ない現状である。 

（２） 思考力、判断力、表現力等 

自己の課題を見つけ、ワークシートなどの活用を通して実践力を身に付けようとする姿が見られ

る。対話的な活動については、近くの友達と積極的に話す姿が見られる。 

（３） 学びに向かう力、人間性等 

素直で明るく、保健の学習に対しても前向きに取り組む生徒が多い。質問に対しての反応が良く、

学ぶ姿勢も前向きである。 

６ 教師の指導観 

（１） 知識及び技能 

小学校では、１日の健康な生活の行い方について学習し、中学校では前時までに「運動と健康」

について学習している。本学習では、『食事』について、健康への関わり方、健康的な食習慣につい

て正しく理解し、実践できる力を身に付けていく授業を展開する。 

（２） 思考力、判断力、表現力等 

自分の課題を見つけやすいように、普段の食生活をワークシートで振り返ったり、食生活の改善

について班で話し合ったりすることで言語活動を充実させる。仲間との学び合いを通して、規則正

しい食生活について課題を発見したりすることができるようにすることで、実践力の育成を図る。 

（３） 学びに向かう力、人間性等 

栄養教諭とチームティーチングを行うことにより、より専門的な話や考え方を積極的に取り入れ

ていきたい。本学習においては、日常生活に基づいた内容であり、いつもとは違う専門的な話によ

って、生徒たちもより積極的に取り組むのではないかと思われる。 

７ 単元の目標 

（１） 健康を保持増進するためには、毎日適切な時間に食事をすること、年齢や運動量に応じて、摂 

取する栄養素のバランスや食事の量などに配慮することが必要であることを理解できるように 

する。                                （知識及び技能） 

（２） 健康な生活にかかわる事象や情報から、生活の質を高めることなどと関連付けて解決方法を考 

え、適切な方法を選択し、それらを伝え合うことができるようにする。 

（思考力、判断力、表現力等） 

（３） 食事と健康について、自他の食事や健康について班での話し合いに積極的に参加することがで 

きるようにする。                     （学びに向かう力、人間性等） 

８ 単元の評価基準 

知識 技能 思考 判断 表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 心身の健康は生活習慣と

深く関わっており、健康

① 健康な生活と疾病の予防におけ

る事柄や情報などについて、保健

① 食事と健康について、課

題解決に向けた学習に自
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を保持増進するために

は、年齢、生活環境等に

応じた適切な運動、食事、

休養及び睡眠の調和のと

れた生活を続けることが

必要であることを理解し

ている。 

に関わる原則や概念を基に整理

したり、個人生活と関連付けたり

して、自分の課題について発見し

今後の生活について考えている。 

② 食事の改善について、自分の生活

と関連付けて課題を発見し、解決

方法を考えている。 

主的に取り組もうとして

いる。 

９ 単元の指導と評価計画 

時 ねらい 学習内容 知 思 態 評価方法 

１ 健康の成り立ち（詳細は省略） ①    観察 

２ 運動と健康（詳細は省略）  ①  ①  ワークシート 

３ 食事と健康 

Ⅰ ねらい 

 ・ 食生活の改善について、自分の生活と関連付けて課題を発見し、

解決方法を考えることができるようにする。 

Ⅱ 学習活動 

 １ 本時の課題について考える。 

２ 学習のねらいを確認する。 

 ３ 食事と健康について考える。 

 ４ 健康的な食習慣について理解し、どのようにしたら身に付く

か考える。 

 ５ 本時の学習の振り返りとまとめ 

 ②   観察 

ワークシート 

４ 休養 睡眠と健康（詳細は省略） ①    観察 

※主体的に学習に取り組む態度①については毎時間見取るが、２時間目の時間について評価する。 

１０ 本時の学習と指導（３/４時） 

（１） 本時のねらい 

 食生活の改善について、自分の生活と関連付けて課題を発見し、解決方法を考えることがで

きるようにする。〈思考力 判断力 表現力等〉 

（２） 食育の視点 

 栄養や食事のとり方などについて、自分の食生活を関連付けて正しい知識、情報に基づいた

判断ができるようにする。【心身の健康】 

（３） 準備…タイマー、ホワイトボード、ペン、ＰＣ、大型モニタ、ワークシート 

（４） 展開 

段
階 

学習内容 活動 

指導上の留意点 

（〇指導 ◆評価基準★食育の視点） 
資料 

Ｔ１ Ｔ２  

導
入 

１ 本時の学習内容をつかむ 

２「課題をつかむ」に取り組む 

〇授業の準備。 

〇大型モニタを利用 

 

 

 大型ﾓﾆﾀｰ 
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７
分 

  朝食と健康状態の関係から

どのようなことが読み取れる

か近くの友達と考える。 

して本時の流れを説

明し、キーワードを

伝える。 

〇朝食と健康状態の関

係から読み取れるこ

とを近くの友達と会

話して考えさせる。 

〇他教科との関連につ

いても触れる。 

 

 

 

 

 

〇朝食をとる意義に

ついて説明する。 

 教科書 

 資料① 

 

 

 

 教科書 

資料⑤ 

展
開
３
５
分 

３ 本時の学習課題を確認 

 

 

 

 

４ 食事が健康に大きく関わる

ことを考える。 

 

 

 

 ・ 食事の役割について考える。 

  予想される生徒の解答 

体を作る、エネルギー、 

楽しい 

 

  

 

 自分の食生活を振り返り、

ワークシートにまとめる。 

 

  栄養素やエネルギーの過不

足による問題を知る。 

 

 

 

 

５ 健康的な食習慣について理

解し、どのようにしたら身 

〇学習課題を確認し本

時の見通しが持てる

ようにする。 

 

 

〇朝食が体温や体調に

も影響するように、

食事は健康に大きく

関わっていることを

伝える。 

〇食事にはどんな役割

があるのかを考えさ

せ、発表させる。 

（個人指名） 

 

 

 

〇自分の食生活を振り

返り、ワークシート

にまとめさせる。 

〇栄養素の過不足によ

り健康問題を引き起

こすことを知らせ

る。 

 

 

〇食事が健康と大きく

関わるとともに、健 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇発表内容を黒板に

書く。 

 

〇教科書 P２２「食

事の役割」を読む。 

〇教科書資料②につ

いて説明する。 

 

 

 

〇エネルギーの過不

足についてのビデ

オを見せる。 

〇資料③を使い、エ

ネルギーの過不足

について説明する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾜｰｸｼｰﾄ２ 

 

 

 教科書 

 

 

 

 ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 ﾊﾟﾜｰ 

ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

 教科書 

資料③ 

【学習課題】 自分の健康的な食生活を考えよう。 
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に付けることができるのか

を考える。 

  バランスの良い食事をとる

方法を理解する。 

 

 

  バランスの良い食事とはど

のような食事かを話し合

い、発表する。 

  適切なエネルギー量と規則

正しい食事の重要性につい

て理解する。 

 

 

 

 

 

 

  自分に必要なエネルギー量

を知る。 

 

 

 

 

 

  中学１年生運動部の人の１

日の食生活について考え、

発表する。 

  食事の時間や、量を考えて

いく。 

  少人数班で意見を出し、ホ

ワイトボードにまとめる。 

康に過ごすには、ど

のように実践してい

く必要があるかを考

えることを伝える。 

〇ワークシートを使っ

て考えさせる。 

〇内容が具体的になる

ように机間指導す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇少人数班で考えさせ

る。 

〇①～④を各班に振り

分け、〇と✕で考え

させる。 

◆食事の改善につい

て、自分の生活と関

連付けて課題を発見

し、解決方法を考え

ることができるよう

にする｡ 

〈思考 判断 表現〉 

 

 

 

 

 

 

 

〇内容が具体的にな

るように机間指導

する。 

〇バランスの良い食

事、適切なエネル

ギー量について説

明する。 

  個人差があるこ

と、個に応じて適

量をとることが必

要であることを伝

えるようにする。 

〇資料④を使い、自

分に必要なエネル

ギー量を知る。・（自

分の年齢にマーカ

ーする） 

 給 食 １ 食 分

830kal から食

事量を考える。 

 

 

 

 

〇解答と理由を伝

え、生徒の意見に

捕捉する。 

〇規則正しい食事の

リズムの重要性に

ついてまとめる。 

 

 

 

 

 

 ﾜｰｸｼｰﾄ４ 

 

 

 

 

 ﾊﾟﾜｰ 

ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 教科書 

資料④ 

 

 

 

 

 

･ﾜｰｸｼｰﾄ５ 

･ﾎﾜｲﾄ 

ﾎﾞｰﾄﾞ 

･教科書 

 

･ﾊﾟﾜｰ 

ﾎﾟｲﾝﾄ 
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ま
と
め
８
分 

６ まとめ 

 

 

 

 

７ 振り返り 

 

８ 挨拶 片付け 

〇本時のねらいを踏ま

えた達成状況を振り

返ることができるよ

う説明する。 

〇数人の感想発表によ

り、集団としての意

識の共有化を図る。 

★栄養や食事のとり方

などについて、自分

の食生活を関連付け

て正しい知識、情報

に基づいた判断がで

きるようにする。 

【心身の健康】 

 

★栄養や食事のとり

方などについて、

自分の食生活を関

連付けて正しい知

識、情報に基づい

た判断ができるよ

うにする。 

【心身の健康】 

 

（５） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ ＩＣＴ活用計画 

   展開に応じて大型 

モニタに資料やビ 

デオを表示する。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

自分の健康的な食生活を考えよう 

 
     
・エネルギーを 

つくる    ・残さず食べる 
・集中力が   ・好きなものだけ食べない 

よくなる   ・苦手なものも食べる 
・目が覚める  ・五大栄養素 
・生きていける ・主食・主菜・副菜 
・栄養がとれる 

バランスのよい食事を 
整えるためのポイント 

食事の役割 

≪生徒ワークシート≫ 
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第２学年４組 社会科学習指導案 

                      令和５年１０月２４日（火）第５校時 

                      場 所        ２年４組教室 

                      生徒数           ３５名 

                      指導者       岡 安 俊 太 

１ 単元名 

  第３編 第３章 ４節 ３ 特色ある中央高地の産業 

 

２ 単元について 

（１）教材観 

 この単元は、学習指導要領における地理的分野２内容Ｃ日本の様々な地域・（３）日本の諸地域を受け

て設定されている。 

学習指導要領には、本単元の内容の取扱いとして次のように記載されている。 

また、身に付ける事項として、 

とある。 

  この単元では、地域の農業や工業などの産業に関する特色ある事象を中核として、それをそこでの

自然環境や交通・ 通信などに関する事象と関連付け、産業が地域の自然環境や交通・ 通信などと深い関

係をもっていることや、産業の振興と環境保全の両立などの持続可能な社会づくりが地域の課題とな

ることなどについての考察の仕方を身に付けさせる。 

次の①から⑤までの考察の仕方を基にして，空間的相互依存作用や地域などに着目して，主題を
設けて課題を追究したり解決したりする活動を通して，以下のア及びイの事項を身に付けることが
できるよう指導する。 
 ① 自然環境を中核とした考察の仕方 
 ② 人口や都市・村落を中核とした考察の仕方 
 ③ 産業を中核とした考察の仕方 
 ④ 交通や通信を中核とした考察の仕方 
 ⑤ その他の事象を中核とした考察の仕方 

ア 次のような知識を身に付けること。 
（ア） 幾つかに区分した日本のそれぞれの地域について，その地域的特色や地域の課題を理解する

こと。 
（イ） ①から⑤までの考察の仕方で取り上げた特色ある事象と，それに関連する他の事象や，そこ

で生ずる課題を理解すること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
（ア） 日本の諸地域において，それぞれ①から⑤までで扱う中核となる事象の成立条件を，地域の

広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と有機
的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現すること。 
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  中核とした地理的な事象は、他の事象とも関わり合って成り立っていることに着目して、それらを

有機的に関連付けることで動態的に取り扱うこと、調べ、追究する学習活動を通して地域的特色や地域

の課題を捉えるようにすることなどが大切である。 

（２）生徒観（または生徒の実態） 

 本クラスの生徒は、社会科に関する興味・ 関心が高い生徒がいる一方で、苦手意識をもち、暗記科目

として捉えている生徒も多くみられる。そのため、資料の読み取りや話合い活動などを取り入れて、社

会的な思考力・ 判断力・ 表現力を養っていきたい。また、全体的に落ち着いた雰囲気で学習に取り組め

ているが、積極的に自分の言葉で意見を表明できる生徒が少ない傾向にある。グループワークでクラス

メートと意見交換をする場面を設定し、また、活発に意見を言えるような雰囲気を作っていく。 

（３）指導観 

 学習指導要領に示されているように、地域の農業や工業などの産業に関する特色ある事象の成立条

件を、他の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・ 多角的に考察し，表現させることを

目指す。 

社会科に関する興味・ 関心をより高め、学習効果を高めるとともに、中核となる事象との有機的な関

連付けのために、既習事項との関連付けに重きを置いて考察させる。また、食育を意識し、我々の食生

活との関連についても考えさせる。学習課題についてグループでの協働学習を促し、意見交換や話し合

いを行い、学習課題に迫っていけるような授業を目指す。共に学び合う楽しさや大切さを実感できる授

業を行う。 

 

３ 学校研究主題との関連 

（１）研究主題 

 『主体的 対話的で深い学びの実現に向けた指導方法の工夫』 

  ～ＩＣＴとその他の教材を効果的に組み合わせて～ 

（２）研究主題実現のために 

  グループでの協働学習を行い、学習課題に対する解答をする。 

 ・ 生徒の解答は、短時間で行うために口頭で発表させる。板書は、予想できる解答のカードを作成して

おき、可能な限りスピーディーに行う。 

  資料の提示は大型モニタに映し、全員で共有しやすくする。 

 

４ 「学力向上プラン」との関わり 

 本時の学習の課題を提示することにより効果的な本時の学習の動機付けを行う。 

 少人数グループでの話し合い活動や協働的な学習を展開し、学び合いの技能を高める。 

 ＩＣＴを活用して資料、地図、動画といった教材提示を行う。 

 

５ 単元の目標と評価規準 

（１）単元の目標 

 中部地方について、その地域的特色や地域の課題を理解させる。  （知識及び技能） 

 産業を中核とした考察の仕方で取り上げた特色ある事象と、それに関連する他の事象や、そこで生ず 

 る課題を理解させる。                     （知識及び技能） 

 中部地方において、産業の成立条件を、地域の広がりや地域内の結び付き、人々の対応などに着目さ
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せ、他の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的 多角的に考察、表現させる。      

（思考力 判断力 表現力等） 

 中部地方について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究させる。      

（学びに向かう力、人間性等） 

（２）単元の評価規準 

知識 技能 思考 判断 表現 主体的に学習 

に取り組む態度 

①中部地方について、その地域的

特色や地域の課題を理解してい

る。 

②産業を中核とした考察の仕方で

取り上げた特色ある事象と、そ

れに関連する他の事象や、そこ

で生ずる課題を理解している。 

①中部地方において、産業の成

立条件を、地域の広がりや地

域内の結び付き、人々の対応

などに着目させ、他の事象や

そこで生ずる課題と有機的に

関連付けて多面的 多角的に

考察、表現している。 

①中部地方について、より

よい社会の実現を視野に

そこで見られる課題を主

体的に追究しようとして

いる。 

 

６ 単元の指導計画と評価計画（４時間扱い 本時３/４時） 

小

単

元 

時間 
○学習活動 

 学習内容 
【評価の観点】（内容）＜方法＞ 資料等 

１ 

中
部
地
方
を
な
が
め
て 

１ 

 

 

 

①基礎的・ 基本的な知識を身に付け

る。 

 日本の屋根 

 ３つの気候 

②学習問題を立てる。 

 特色ある産業 

 

 

 

【知識 技能①】 

地域的特色や地域の課題を理解し

ている。 

 ＜発言 ノート＞ 

 

 

 

 デジタル 

教科書 

 大型モニタ 

 

２

特

色

あ

る

東

海

の

産

業 

    

 

 

２ 

 

 

 

①工業について、変容と国際化にと

もなう課題の視点から考察する。 

  世界をリードする東海の工業 

  東海の工業の課題 

②農業について、各地の自然条件と

社会的条件に応じて発達して

きたことを理解する。 

  温暖な気候を生かした農業 

 

 

 

【思考 判断 表現①】 

工業の特色について、社会的条件

と関連付けて多面的 多角的に捉

え、国際化への対応についても考

え、表現している。 

＜発言 ノート＞ 

【知識 技能②】 

農業の特色を、資料と関連付けて

読み取っている。 ＜発言＞ 

 

 

 デジタル 

教科書 

 大型モニタ 

３

特

 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題：中部地方では、なぜ各地に個性豊かな産業が発達しているのでしょうか。 

本時の課題：中部地方を大きくながめると、どのような特色が見られるでしょうか。 

本時の課題：中央高地の産業と地理的条件とはどのように結びついているのでしょうか。 

本時の課題：東海で発達している産業には、どのような特色がみられるでしょうか。 
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色

あ

る

中

央

高

地

の

産

業 

３ 

(本時) 

①農業や工業について、各地の自然

条件と社会的条件との関連を多

面的 多角的に考察する。 

  土地の特色を生かした農業 

 ・ 製糸業から発達した中央高地の

工業 

②歴史的な家屋や町並みに着目し、

観光業を中心とした地域づくり

をしていることを理解する。 

 ・ 観光業と持続可能な地域づくり 

【思考 判断 表現②】 

中央高地の農業や工業の特色を、自

然の特色や交通の発達などによる

地域の結びつきに着目して、他の事

象やそこで生ずる課題と有機的に

関連付けて多面的・ 多角的に考察し

ている。 

＜発言 ノート＞ 

 

 

 デジタル 

教科書 

 大型モニタ 

 短冊 

４

特

色

あ

る

北

陸

の

産

業 

 

 

 

４ 

 

 

①農業や工業について、各地の自然

条件と社会的条件に応じて発達

してきたことを理解する。 

 ・ 豊富な水を生かした北陸の産業 

②北陸の伝統産業や地場産業につ

いて、自然条件や歴史的背景な

どの視点から考察する。 

  雪国で育った伝統産業 

③中部地方について、よりよい社会

の実現を視野にそこで見られる

課題を主体的に追究しようとし

ている。 

 

 

 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度①】 

 中部地方について、よりよい社会

の実現を視野にそこで見られる課

題を主体的に追求しようとしてい

る。 

＜振り返りシート＞ 

 

 

 デジタル 

教科書 

 大型モニタ 

 
７ 本時の学習指導（本時３/４時） 
（１）目標   

 農業や工業の特色を、自然の特色や交通の発達などを示す資料と関連付けて読み 

取り、多面的 多角的に考察している。（思考力 判断力 表現力等） 
（２）食育の視点 

    各地域の産物、食文化や食に関わる歴史等を理解し、尊重する心をもつ（食文化） 

 食べ物を大事にし、食料の生産等に関わる人々へ感謝する心をもつ（感謝の心） 
（３）準備  （主な教師提示用資料）（主な生徒用資料） 

    デジタル教科書、大型モニター、短冊 
（４）展開 

学習活動  学習内容 
○指導上の留意点 
◆評価規準（観点）【評価方法】（→支援） 
★食育の視点 

資料 

 

時間 

１ 導入 
 なぜ香川県や埼玉県ではう

どんの生産量・ 消費量が多

いのか。 
 

○うどんの生産量や消費量の資料を大型モニタにう
つしゲーム形式でランキングを当てさせる。小麦の

生産がしやすい地理的条件が 

 あることを示す。 
〇他教科との関連についても触れる。 

写真 
資料 

５ 

学習問題の結論 (例)気候や地形に合わせた産業が発達してきたから。 
          歴史的な背景によってそれぞれ独自の発展をしてきたから。 

本時の課題：北陸で発達している産業には、どのような特色が見られるでしょうか。 
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２ 本時の課題を確認する。 

 
 

 

３ 説明を聞き、中央高地の
工業と観光業について、そ
の特徴を地理的歴史的条

件と結び付けて考える。 

（１０分） 
 

４ 中央高地の農業につい
て、地理的条件を踏まえ、

なぜその場所でその農産

物の生産が行われている
のか、グループで話し合

う。（８分） 

 
 
 

 
 
５ 自分たちで考えた回答

を発表する。（１２分） 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
６ 中央高地の農業が私た

ちの食生活にどう影響

しているかを話し合い、
発表する。 

（１０分） 

７ まとめをする 

 

 
 

 

○プリントに沿って、生徒に発問しながら説明を進め
る。工業や観光業の特徴を、地理的歴史的条件と結
び付けて考えられるよう強調する。 

○発問の場面で、机間指導を行いながら支援する。 

「①扇状地 稲作に適さない 桑の葉 養蚕 製糸」 
 

○主体的、対話的で深い学びを意識した協働的な学び
になるよう、明確に指示を出す。 

○机間指導で支援する。 

 
 

 

 
 
 

 
 
○ホワイトボードに解答を書かせ、黒板に貼るととも

に口頭で発表させる。 

○自分の考えと比べながら、静かに聞かせるようにす
る。 

○キーワードは短冊で用意しておき、貼る。 
「②扇状地・ 稲作に適さない 昼夜の寒暖差・ 水はけ

がよい 観光農園・ ワイン 交通網の整備・ 都市部

（消費地）」 
「③暑さに弱い野菜・ 寒冷な気候・ 夏に栽培・ 高原野

菜 交通網の整備 保冷車 都市部（消費地）」 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
○グループで意見交換させ、数人に発表させる。 

★各地域の産物、食文化や食に 

関わる歴史等を理解し、尊重 
する心をもつ。【食文化】 

 

★食べ物を大事にし、食料の生 
産等に関わる人々へ感謝する 

心をもつ。【感謝の心】 

 

 
 

 

地図  
年表 
資料集 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
大型モニ
タ 

デジタル

教科書 
 

 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

４０ 

本時の課題：中央高地の産業と地理的条件とは、どのように結びついているのでしょうか。 

◆地理的条件を踏まえ、なぜその場所でその農産物
の生産が行われているのか考え、表現している。 

（思・判・表） 
【発言・ホワイトボード・ワークシート】 
支援の手立て 

・Ｃ→Ｂへの手立て 
 クラスメートの意見に触れ、「学んだこと」が

書けるよう助言する。 
・Ｂ→Ａへの手立て 
 既習事項と結び付けて考えられるように助言

する。 
・Ａへの手立て 
 グループ内の話し合い活動で、他の生徒に助言

するよう促す。 
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８ 本時の振り返りを行う。 

 
 

○今日の授業でわかったことや 

考えたこと、感じたことなどを、振り返りシートに
記入させる時間をとる。 

 

 
 

 ５ 

 
８ 板書計画 場の工夫 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 

 
９ ＩＣＴ活用計画    

  展開に応じ 

特色ある中央高地の産業 
学習課題：中央高地の産業と地理的条件とは、どのように結びついているのでしょうか。 
①扇状地 → 稲作に適さない  

→ 桑の葉 → 養蚕 → 製糸 
②扇状地 → 稲作に適さない・昼夜の寒暖差・水はけがよい 

    → りんご・もも・ぶどう（ワイン）など 
◎交通網の整備 → 観光農園・都市部（消費地）への出荷 

③寒冷な気候 → 暑さに弱い野菜を夏に栽培 → 旬ではない時期にも手に入る！ 
◎高原野菜：交通網の整備・保冷車 → 都市部（消費地）への出荷 

まとめ：中央高地の産業は、各地の自然条件と社会的条件に応じて発達してきた。 

-31-



第３学年３組 技術 家庭科（技術分野）学習指導案 

 

                    令和５年１０月２４日（火）第５校時 

                    場 所        ３年３組教室 

                    生徒数           ３７名 

                    指導者       赤 間 哲 也 

 

１ 題材名 「食品ロスについて 生物育成に関する技術を未来に生かそう」 【２時間扱い】 

  （技術分野・Ｂ(３)イ）  

 

２ 題材について 

(１)生徒について 

   素直で明るい生徒が多く、話合い活動も活発に行う。また、作業は協力して真面目に取り組むこと

ができる。しかし、生活体験の不足から生活関連機器への興味、関心は低く何でも便利になった現

代の生活観から身の回りにあるものへの探究心は身に付いていない様子が見受けられる。また、ス

マートフォンなどの普及により生徒たちは氾濫する情報の中にあって生活に必要な情報を適切に得

ているとは言えない状況にある。 

(２)題材について 

生活を豊かにしている様々な技術の中に生物育成に関する技術がどのようにして利用されている

かを理解するには、各家庭の食卓や給食などからその技術の利用方法を理解することが大切と思わ

れる。しかしこれらの生物育成に関する技術の利用についての興味関心が低く、その大切さを知って

いるものは少ない。ＳＤＧｓにも繋がるこれらの技術について、日々の生活の中にあって一番その恩

恵を受けている食に関する諸課題について関心を持ち、その課題解決にあたって、生物育成に関する

技術が将来の生活に欠かせないものであることを理解する。 

(３)指導について 

指導に当たっては、教師の説明や教科書などからの知識の習得ばかりにならないよう、日々の食

卓に興味を持ち、身の回りにある食に関する課題点に目を向けることで、生物育成に関する技術が

未来に大切な役割を果たしていくことを理解する。またＳＤＧｓの観点からも毎日の生活に密接に

関わっている技術であることから、自分たちの実践次第で未来が変えられることを理解し、その実

現に向けて実践する態度の育成を図る。 

 

３ 学校課題研究主題との関連 

(１)研究主題 

 ・・・『主体的 対話的で深い学びの実現に向けた指導方法の工夫』 

  ・・・～ＩＴＣとその他の教材を効果的に組み合わせて～ 

(２)研究主題実現のために 

    グループでの協働学習を行い、課題解決に向けた話し合いをする。 

    発表は、学びポケットのスクールタクトを活用し、大型モニタを使用して、簡潔に発表する。 
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４ 「学力向上プラン」との関わり 

 ・ 身に付けた知識及び技能を活用して、発見した課題に対して PC を利用し様々な情報と結び付け協働

しながら、課題を解決し、学びを深め、今後の実践に結びつけていく。 

  発表に関しては、得た情報から導き出した課題解決方法をスクールタクトにより、わかりやすく発

表、共有化することによって、自他の多様な考えを尊重する態度やお互いの良さを生かした実践を探求

していく力を育てる。 

 

５ 題材の目標 

  生物育成の技術の見方・ 考え方を働かせた実践的・ 体験的な活動を通して、生活や社会で利用されて

いる生物育成の技術についての基礎的な理解を図り、それらに係る技能を身に付け、生物育成の技術と

生活や社会、環境との関わりについて理解を深めるとともに、生活や社会の中から生物育成の技術に関

わる問題を見いだして課題を設定し解決する力、よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切

かつ誠実に生物育成の技術を工夫し創造しようとする態度を身に付ける。 

 

６ 題材の評価規準 

知識 技能 思考 判断 表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

生活や社会で利用されている

生物育成の技術についての科学

的な原理 法則や基礎的な技術

の仕組み及び、生物育成の技術

と生活や社会、環境との関わり

について理解しているととも

に、安全 適切な栽培（または

飼育、検査等）ができる技能を

身に付けている。 

生物育成の技術が地域の自然環境に

及ぼす影響に関わる問題を見いだして

課題を設定し、解決策を構想し、実践

を評価 改善し、表現するなどして課

題を解決しようとする力を身に付ける

とともに、よりよい生活や持続可能な

社会の構築を目指して生物育成の技術

を評価し、適切に選択、管理、運用す

る力を身に付けている。 

よりよい生活や持続

可能な社会の構築に向

けて、課題の解決に主

体的に取り組んだり、

振り返って改善したり

して、生物育成の技術

を工夫し創造しようと

している。 

 

７ 本時の学習指導（１／２時） 

（１）目標  

 生活や社会で利用されている生物育成の技術についての基礎的な技術の仕組みや生物育成の技術と

生活や社会、環境との関わりについて理解することができる。  （知識及び技能） 

 生物育成の技術が環境問題や食料問題に影響を及ぼす点を見いだして、課題を設定し、解決策を構想

し、実践を評価 改善し、表現することができる。（思考力 判断力 表現力等） 

（２）食育の視点 

 正しい知識 情報に基づいて、食品の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身に付ける 

                                  ＜食品を選択する能力＞ 

  各地域の産物、食文化や食に関する歴史等を理解し、尊重する心を持つ。＜食文化＞ 
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（３）展開 

時 
間 

学習活動 
〇指導上の留意点 ◇評価基準 ★食育の視点 

【評価の観点】（評価方法）→手立て 

５
分 

１．食品ロスの実態 

前時の内容を受け、恵方

巻・ クリスマスケーキなどの

消費状況を知る。（映像資料） 

〇他教科との関連についても 

触れる。 

 

 

 

１
０
分 

２．食品ロスはなぜおこるの

か？ 

資料から課題を見いだす。 

◇資料から食品ロスの発生する仕組みを理解している。 

日本の食物自給率などと絡めて、環境問題や食料問題として捉

えているか？＜知識 理解＞ 

Ｃ→Ｂの手立て 

表示してある数字の意味を考える。 

１
５
分 

３．課題解決策を考える。 

 （４人グループ） 

 

 

 

クロームブックを使用し   

 て解決策を考える。 

（グループに２台） 

１台は調べ学習にもう１

台は発表用に 

 

 

 

 

 

◇課題にあった解決策を考えている。＜思考 判断 表現＞ 

Ｃ→Ｂの手立て 

ヒントとなるサイトを紹介する。 

 

★食生活や食の選択について、正しい知識・ 情報に基づき、話

し合いの中から理解を深め、自ら判断できるようにする。 

１
０
分 

４．スクールタクトを使い発

表（学びポケット） 

 

◇分かりやすくまとめ発表している。＜思考 判断 表現＞ 

 

★環境問題や食料問題も含め、持続可能な社会の構築に結びつ

く実践として食の問題を捉えている。 

 

 

 

１
０
分 

５．学習を振り返る 

ワークシートに記入し、

発表する。 

〇毎日の生活の中での実践に結び付く振り返りをさせる。 

 

 

８・ＩＴＣ活用計画     

大型モニタ＋クロームブック 

 

９・資料 

 ワークシート（別紙） 映像資料（食品ロスに関する映像） 統計資料（農林水産省） 

〈各班の課題解決策〉 

 

 

 

 

 

学習課題 「食品ロスをなくす取り組みを考えよう！」 

まとめ 身近にできることから一人一人が取り組んでいくことが大切 
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